2008.11.26
よのなか科NEXT　1１月26日　指導案
■授業の狙い

①　「赤ちゃんポスト」「代理出産」「クローン技術」という現代の社会的テーマを学び、第3回目（シリーズの最終回）として『人間の命』、『命の大切さ』について考える。
■授業のポイント

①ゲスト講師「池川明先生」との話のなかで、命の尊さについて考えてみる。

②「赤ちゃん」の産み分け（男と女／障害児と健常児）をテーマ考えてみる。

■1時間目（赤ちゃんポスト）
	
	時間
分
	指導過程
	備考
	経過
分

	導入

プレ


	5
	振り返り授業）

面接練習の話。集団面接は、話しているほうも大切だけど、聞いているほうも大切。
	
	5

	ゲストの紹介
	5

	○代田：池川明先生の紹介

「今日は、産婦人科医で、生命や赤ちゃんに対する研究をやっている池川明さんをゲストとして御呼びしています。」
●池川先生：簡単な自己紹介をお願いします。

以下、２～３問、代田のほうから質問いたします。

●Ｑ：先生は、いつ頃から医者になろうとしたのですか？
●Ｑ：なぜ、産婦人科の医師になろうとしたのですか？
●Ｑ：今、赤ちゃんが出産時に救急車ではこばれても、病院が見つからずに母親が死んでしまう、という事件がありましたが、あの事件に関して、現場としてどのような感想をお持ちですか？（5分程度）
	
	10

	発表①
	5
	「赤ちゃんポスト」に対する生徒の意見発表

　賛成、反対　2名ずつ　
	
	15

	発表②
	5
	「代理母制度」に対する生徒の意見発表

　賛成、反対　2名ずつ
	
	20

	講評①
	5
	※池川明先生の講評
「赤ちゃんポスト」「代理母制度」の生徒の意見に対する先生の講評をください。そのあと、先生なりのご意見を聞かせてください。（5分程度）
	
	25

	発表③
	5
	「人の命、動物の命」に対する生徒の意見発表

　4～5名
	
	30

	講評4
	4
	※池川明先生の講評

「人の命、動物の命」の生徒の意見に対する先生の講評をください。（5分程度）
	
	35

	探究
	10
	※池川明先生のお話

代田から、先生がどんな研究をしているか、聞きます。

「生まれる前の記憶ある人はいますか？」
こんな質問から、先生の現在やっておられる胎内記憶研究の話をお願いします。生命科学は、万能ではない。など（10分程度）
	
	45

	まとめ
	1
	次の授業は、出産について考えてみます。
	資料
	45

	
	
	脳
	
	


■2時間目（出産について）
	
	時間
	指導過程
	備考
	経過

	導入


	5
	ワークシート①、②をやってみよう。
代田から、『男の子が欲しいと思う人、女の子が欲しいと思う人』を聞く。そのあとで、ワークシートに、代田が話しながら、ひとつひとつ、まるをつける。
	ワークシート配布。
	５

	展開１

	7
	ワークシート②の回答を、クラスで挙手をしながら行う。
●池川先生からは、適宜コメントをいただきます。ワークシート②のＱ４、Ｑ７、Ｑ８については、現状をお聞かせ下さい。
	
	12

	展開2
	13
	ワークシート③
遺伝子検査を実施するかどうか？

個人3分）

グループワーク5分）

発表5分）
	
	25

	展開3
	3
	ワークシート④探究：他の国の事情ついて、検診→中絶の流れが加速している現状を知る。
	
	28

	講義
	15
	※池川明先生のお話

きみたちの命、一期一会、この世の尊い命について。

最後に、授業の感想をまとめてお話ください。（15分程度）
	
	43

	まとめ3
	3
	個人作業）

今日の感想を書く。（3分）
	
	46

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


